
 
 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ URA 機構及び関連部署の統合を目指した組織改革として、「学術研究・産学官連携本部」を設置

するなど、効率の改善に努力している。これらを基盤に、研究活動の状況を子細に分析し、そこに

潜む課題を明らかにし、逐一対応した改革のための施策を定め、取組が順調に進められていること

が確認された。 

 

特に優れた点 

○ 教員人事制度において、職種ごとの配置人数をポイント化し、大学改革活性化制度に基づいて改

革に必要な要員として教員ポストを再配分することで組織の活性化を維持・増進させる仕組みは優

れた取組である。 

 

○ 研究のレベルアップを支援するための主幹教授制度や女性研究者支援、国際人材の獲得などの取

組は、強みをより強化する具体的施策として効果が期待できる。 

 

期待する点 

○ 多様なバックグラウンドを有する URA を確保するための具体的な方策を検討することが期待さ

れる。 
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